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第4章   

社会における科学リテラシー  

小林博司  kobayasi＠nanzan－u．aC．jp  

南山大学教授  

プロフィール  

京都大学理学部卒業。東京大学大学院理学系研究科科学史・科学基礎論専攻博士課程単位取得  
退学。南山大学人文学部教授、南山大学社会倫理研究所所長。科学技術社会論学会（STS学会）  

初代会長をつとめる。  

1．現代社会における科学技術の位相  

1．1．先進国共通の課題としてのパブリック・インボルブメント  

日本に限らず、現代の先進国における共通現象として、多様な価値観の出現  

のもとで、原発事故、遺伝子組み換え農作物問題、臓器移植などさまざまな問  

題が勃発し、それらの問題を憂慮し、批判の声をあげる人々が増大しており、  

行政や科学技術専門家への不信が高まっていることがあげられる。   

また先進国共通の悩みは、投票率の低落にあらわれているように政治過程へ  

の国民の参加意欲低下、専門家（特に、行政、科学技術関係）への信頼低下で  

あり、それゆえにパブリック・ダイアローグが必要であるとされている。イギ  

リスでもPO S T（科学技術局 Parliament Office of Science and  

Technology）の2001年の報告書で OpenChannelsというタイトルが用いられ、  

その中では、科学技術に関して、行政や専門家と国民との間のチャネルを開か  

なければならないと指摘されている。イギリスがこういう主張をしなければな  

らなくなった1つの理由は、BSE（いわゆる狂牛病）である。これについては、  

また後で触れたい。   

日本でも数年前から同様の課題が指摘され、「合意形成」や「対話」、「市民参   




























































